
国家戦略特区 WGによる規制改革の提案の具体化のための助言 

申込表 

地方公共団体名：多気町 担当者氏  名： 

連 絡 先：  

① 今回の提案に当たって、特に重視したポイント、前回（４月）から追加、変更

ポイントなどを、以下に記載してください。

構想のコンセプトや目指すビジョン、各分野における施策内容に関しては、大き

く見直しをかけず、各施策を社会実装するための課題や、必要となる社会システ

ムについて、規制改革を中心に再度検討を行いました。

医療ヘルスケア分野においては、従来からの提案であるオンライン診療や PHR

を活用した新たなヘルスケアの仕組み構築をあらゆる世代に実装させるため

に、健康増進の取組みを行う者は医療費の自己負担軽減策や、地域における共

助・互助を普及させるための規制改革案などの検討を行い、今回の提案に至りま

した。 

② 特区 WG の場において、特に、有識者から助言等を依頼したい項目（３～５項

目程度）を、以下に記載してください。

③ 有識者の助言等に当たって、特に依頼したい事項を、以下に記載してください。

（自由記載）

限られた時間の中での検討及び提案となっており、政府が検討を進めている内

容などを網羅的に調査できておりません。既存の検討状況や、他地域の前例など

も含め、実行検討にあたってのアドバイスをお願いしたく存じます。 

提案名 分野 

マイナンバーカードを活用した健康増進を促進させるための

医療費自己負担の低減 

医療ヘルスケ

ア分野

共助を実現させるための一般住民による医行為の一定条件下

での緩和 

医療ヘルスケ

ア分野

＜送付先・お問い合わせ先＞ 

・内閣府 地方創生推進事務局

・電 話：03-5510-2463 ・メールアドレス：g.super-city.i9e@cao.go.jp 



自然あふれる素晴らしいこの地域を、デジタルの力で、より幸せなまちづくり

Green & Digital Mie 三重広域連携スーパーシティ構想
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テキストボックス
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⑤多気町等６町から再提案があったスーパーシティに関する
　規制改革の提案内容



住民中心の地域包括デジタル・トランスフォーメーション特区（将来イメージ）

共通ID

Mie-ID

生体認証

公共交通

ヘルスケア

消費/購買

観光

小売消費

各種行政手続
未来のDX、住民のQOL向上を目指す

行政区
マイナンバー

共通ID「Mie-ID」
で地域サービスに
オプトイン

あらゆるサービスが共通IDに紐づき、『手ぶら』でOK 様々なカードや証明書を不要に

・運転免許証

・健康保険証

・住民票

・印鑑証明

・戸籍謄本

・納税証明

・診察券

・会員カード

・年金手帳

縦割り個別の煩雑な証明書や
手続きを全て不要に！

「三重広域連携Oneプラットフォーム構想」で目指す未来



スーパーシティ再提案「健康寿命延伸の為のヘルスケア連携ネットワーク構築」

再提案②個別施策：
健康寿命延伸の為のヘルスケア連携ネットワーク構築（医療ヘルスケア分野）

従来提案 ：オンライン診療やPHRを活用した新たなヘルスケアの仕組み構築

再提案 ：全世代ヘルスケアシフトに反映させるPHR活用ネットワークの構築

施策の狙い ： 1.次世代を含めたすべての人の健やかな生活習慣形成
2.0次予防に完全シフト（疾病・フレイル・認知症の全予防）
3. ヘルスケアシフト社会を構築
（長期的視点で現医療・介護費用の大幅削減を目指す。）

期待効果 ：現役世代の人口急減に対応した政策課題
1.健康寿命の延伸がもたらす多様な就労・社会参加
2.医療・福祉サービス改革による地域共生社会の構築
3.医療資源が不足していっても健康創出・自立できる社会を実現

規制改革提案 ：１.健康増進の取組みを行う者への医療費の自己負担軽減
２.「医行為」と定められる行為の一部を、一定条件下であれば

一般市民でも実施可能とする



スーパーシティ再提案「健康寿命延伸の為のヘルスケア連携ネットワーク構築」

Mie-ID
予防・医療・介護統合

活きた無形財産をフル連携

全ての人の健やかな
生活習慣をデザイン

０次予防を実現
できる社会創出

健康をデザイン（0次予防を実現）する地域連携基盤

共創が住民の健康をデザイン

自助・互助・共助 実施

セルフメディケーション 病気・早期治療 介護・高額医療

Mie ID   +    PHR・EHR・介護プラットフォーム

自由診療（健診・予防） 保険診療（治療） 介護保険（介護）

画一的治療から個別ケアへ、治療中心から健康未病ケア中心に
「個人・自治体・地域」が主体になる地域社会基盤を実現

医療費の適正化が実現し自然に健康寿命の延伸・未病対応力強化でき、地域社会の質向上

医療・予防接種・就学・生活・食事・活動・介護

デジタルが
個別の「治療薬」に代わる

情報提供が
健康「共生社会」を創出

情報が
個別の「予防策」を提供

ポイント加算オプトイン
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